
小山実稚恵
デビュー30周年記念～秋～

2015.11.5[木]19:00開演サントリーホール
1「hursday5 November 2015, 7p.rn. Suntory Jlall 

ショパン：ピアノ協奏曲第1番ホ短調 op.11
Chopin: P,ano Concerto No.l 111 E Minor, op. I J 

＊＊＊ 

ラフマニノフ：ピアノ協奏曲第2番ハ短調 op.18
Hachrnaninov: Piano Concerto No.2 111 C Minor, op.18 

広上淳ー指揮/NHK交響楽団
Junichi J・lirokarni, Conductor/NJ!K Symphony Orchestra, Tokyo 

広上淳一◎束京生まれ。束京音大指揮科に学ぶ。1984年第1回キリル・コンドラシン国際百年指揮者コンクールに

優勝し、国際的な活動を開始。91-95年ノールショピング響首席指挿者、98-2000年リンブルク也首席指揮者、

97-2001年ロイヤル・リヴァプール・ フィル首席客渾指揮者、91-2000年日本フィル正指揮者、06-08年には

米固コロンパス聾音楽監苔を歴任する傍らフランス国立管、ベルリン放魯、ライプツィヒ ・ゲヴァントハウス管、コンセ

ルトヘポウ管、ロサンゼルス・フィル、モントリオール避、イスラエル ・フィル、ロンドン咽、ウィーン聾、サンクトペテル

ブルク・フィルなど欧米各地のオーケストラヘ客油。国内では全国各地のオーケストラはもとより、サイトウ ・キネン・

オーケストラ、水戸室内管弦楽団へも客演している。オペラ指挿でもシドニー歌劇場におけるヴェルディの〈仮面
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舞踏会〉や〈リゴレット〉が忘く評価されたのをはじめ、近年では藤原歌劇団〈椿姫〉、日生劇場〈フィガロの結婚〉〈アイナダマール〉、新国立

劇場〈椿姫〉〈アイーダ〉等が記恒に新しい。現在、京都市交墟楽団常任指揮者兼ミュージック・アドヴァイザー。2015年4月同醤とともに

サントリー音楽賞受賞。さらに5月にはチェコ、ドイツ、オランダ、イタリアを巡り絶賛を博した。束京音楽大学指梱科教授。

NHK交響楽団◎NHK交咽楽団の歴史は、1926年10月5日にプロ ・オーケストラとして結成された新交檄楽団に遡る。その後、日本交囲楽団

の名称を経て、51年に日本放送協会(NHK)の支援を受けることとなり、NHK交醤楽団と改称。この問、ドイツからジョセフ ・ローゼンストックを

専任指揮者として迎え、日本を代表するオ＿ケストラとしての基礎を渠いた。淑奏活動の根幹となる定期公演は27年2月20日の第1回予約淡

奏会に始まり、第2次大戦中も中断することなく続けられた。以来、今日に至るまで、 ヘルベルト・ フォン・カラヤン、エルネスト・ アンセルメ、ヨーゼ

フ・カイルペルト、ロヴロ・ フォン・マタチッチなど世界一流の指揮者を次々と招聘、また、話題のソリストたちと共油し、歴史的名淡を残している。

""'I¥ """'""'"'""'''UII見，.'/I一 近年NHK交握楽団は、年問54回の定期公油をはじめ、全国各地で約120回のコン

サートを開き、 その淡奏は、NHKのテレビ、FM放送で日本全国に放送されるとともに、

国際放送を通じて欧米やアジアにも紹介されている。また、2013年8月にはザルツブルク

音楽祭に初出演するなど、 その活動ぶりと演奏は国際的にも謀い評価を待ている。

現在N嘔が擁する指揮者陣は、首席指揮者バーヴォ・ヤルヴィ、 名営音楽監松シャ

ルル・デュトワ、桂冠指揮者ウラディーミル・ アシュケナージ、 名誉指揮者ヘルペルト ・

ブロムシュテット、名誉客演指揮者アンドレ・プレヴィン、 正指揮者外山雄三、 尾忘忠明。

惑 平成27年度（第70回）文化庁芸術祭参加公演



Program Note 

寺西基之（音楽評論家）

I ショパン ：ピアノ協奏曲第1番ホ短調作品11

将来に期待をふくらませているような、若々しい希望とメラ

ンコリックな思いの交錯するロマン的な堂々たる意欲作と

なっている。

第1楽迂 1アレグロ・マエストーソ、ホ短調。力強さのう

ちにメランコリーをはらんだ第1主題と、憧れに満ちたロマ

ンティックな第2主題を持つ協奏的‘ノナタ形式。ピアニス

ティックな技巧が様々に生かされた長大な楽章である。

第2楽迂 Iロマンス、ラルゲット、ホ長調。この楽立につ

いてショパン自身は友人ティトゥス・ヴォイチェホフスキ宛

の手紙で「静かで少し憂観な、ロマンティックなもの・・・・

幾多の幸福な追恒を喚起するような、一点を見つめるよ

うな印象を起こさせ....春の美しい月光を浴びた夜のご

とき・・・・」と説明している。弱音器付きのヴァイオリンの

美しい旋律に始まり、ビアノ独奏が夢想的な歌を変奏風

に紡いでいく緩徐楽章で、その静謡で夢見るようなロマ

ン的な甘美さはショパンの持つ叙情的な特門を端的に示

フレデリク・フランソワ・ショバン(1810-49)が初期の しているといえるだろう。

ポーランド時代に柑いた2曲のビアノ協奏曲は、天オピア 第3楽迂 Iロンド、ヴィヴァーチェ、ホ長調。ポーランドの

ニスト・作曲家として嘱目されていた若き日の彼の早熟ぶ 民俗舞曲の一種であるクラコヴィアク風の主題を持った

りを示す傑作で、古今のピアノ協奏曲の中でもとりわけよ ロンド・フィナーレ。軽快で羅動的な運びのうちにピアノの

く演奏されている。2曲ともに19世紀のいわゆるヴィルトゥ 鮮やかな名技が発揮され、華麗な盛り上がりを築いていく。

オーゾ協奏曲のスタイルをとっており、独奏とオーケストラ なおショパンの2曲の協奏曲については、以前から管

とがシンフォニックに絡むというより、独奏の名技と音楽 弦楽パートに関する彼の未熟さが指摘されてきたが、そう

性を前面に押し出し、オーケストラがそれを彩るといった した批判は少々筋違いといえよう。独奏を引き立たせる

独奏中心のf1f法が顕著である。 役割を果たしながら、要所では適度に存在感を示すこの

本日はそのうちの第1番ホ短調が演奏されるが、実はこ 2作の管弦楽のあり方は、この時代のヴィルトウオーゾ型

れは出版が先になったために第1番の番号が付けられた の協奏曲の打杉去に則ったものである。そもそもこうしたタ

もので、 1829年に歌手をめざしていた初恋の相手コンス イプの協奏曲はオーケストレーションを他人が施すことも

タンチワ・グワトコフスカを想ってl'l'かれた第2番へ短調 よく行なわれ、ショバンの2曲の協奏曲についても初版の

に引き続いて、 1830年(20歳）に作曲された実門的に第 管弦楽パートのオーケストレーションに彼自身がどこまで

2作目の協奏曲である。公開初演は同年10月11日ワル 関与したかは明らかではない。最近出されたボーランド・

シャワにおいてショパン自身のピアノでなされたが、この演 ナショナル・エディションのコンサート・ヴァージョンは、

奏会は、 外国に移って国際的に活動を行おうとしていた ショバン自身や友人たちによる部分的なピアノ編曲譜な

ショパンのために開かれた壮行会的なコンサートで、憧れ どの当時の西料を改めて籾査してショパンの意図により

のコンスタンチワも出演した。彼はこの演奏会の後、 11月 近いスコアをめざして作られた楽譜で、ピアノ ・パートに

ボーランドをあとにする。そして以後母国を常に想いなが 従来と異なる箇所が多々あるのみならず、管弦楽パート

らも、ついに生涯廂国する機会を失ってしまう。その意味 （編成も含めて）にこれまでの版とは大きな異同がみられる。

でこの協奏曲は結果的に彼にとってポーランドヘの四き 最近はこのナショナル・エディションが用いられる機会も

土産ともいえる作品になってしまった。もちろんこの時点 多くなっており、本日もナショナル・エディションによって

でそうした未来の運命は知るべくもなく、いかにも自らの 演奏される。

I ラフマニノフ：ピアノ協奏曲第2番ハ短調作品18

曲は、当代きってのピアノの名手ラフマニノフならではの

名技性を生かしたピアノ・バートと、指揮者としてのラフマ

ニノフの経験を寂わせる充実した管弦楽バートとが結び

セルゲイ・ラフマニノフ(1873-1943)はモスクワ音楽院 付くことによって、ヴィルトウオーゾ性とシンフォニックな

のピアノ科と作曲科に学び、在学中からヴィルトウオーゾ・ 要禁を併せ持つ協奏曲となっている。さらにラフマニノフ節

ピアニストとして名声を確立する。一方で卒業の年に行 というにふさわしいたっぶりした情感翌かな旋律、ロシアの

いたオペラ「アレコ」がチャイコフスキーに高く評価される 民族的な語法もふんだんに織り込まれている。初演以来

など、作曲家としても早くから将来が期待されていた。 哀えることのないこの作品の人気の高さはそうした点に

こうした中でラフマニノフは1895年に初めての交響曲 あるといえるだろう。

を生み出した。精魂を傾けて作り上げたこの交響曲第1番 第1楽迂 Iモデラート、ハ短調。意表を突くような独奏

ニ短調に彼は相当の自信を持っていたのだが、 1897年 ピアノだけの重々しい和音によって開始される。ロシアの

に行なわれた初演は、批評家たちから厳しい批判を浴びた 錨を想起させるこの出だしの閉fきは、初期にl!l'かれたピア

だけでなく、聴衆の理解も得られなかった。今日では、この ノ曲で人気作となった前奏曲嬰ハ短調 (1892年）に通じ

失敗は作品それ自体の問題でなく、指揮をとったグラズノフ るものがある。かつてのヒット作を想い起させる辺入部を

の無理解でやる気のない演奏や、当時のロシア楽壇内部 四いたことは、この協奏曲に作曲家としての自らの復活を

の複雑な勢力関係といった外的な事情によるところが かけようというラフマニノフの思いなのだろうか。続いて

大きかったと考えられているが、いずれにしても失敗という ヴァイオリンとクラリネットに現われる重く暗い情熱的な

ことに変わりはなく、この交器曲に対する人々の酷評は、 第1主題は、跳躍のないなだらかな旋律線が特徴的で、

ラフマニノフに失意をもたらし、作曲への自信も失ってし ピアノがアルペッジョでこれを彩る。それに対して叙情的

まうのである。 な第2主題はピアノが主役となる。展開部はビアノと管弦

といってもピアニストや指揮者としての彼の名声は陰る 楽が拮抗しながら激しいうねりを作り出し、再現部冒頭で

ことはなく、 1899年にはビアニストとしてロンドンで彼は は朗々と第1主題を奏する管弦楽に対して、ピアノは展開

大成功を収める。それがきっかけで彼はここのフィルハ一 部に出た新しい動機を強奏して、圧倒的なクライマックス

モニック協会から協奏曲の作曲を依頼された。しかし当時 を築き上げる。

の彼はまだ作曲の箪を執る意欲が起こらず、この依頼は 第2楽迂 Iアダージョ・‘ノステヌート、ホ長調。ラフマニノフ

彼にとって精神的な負担としてのしかかることとなる。 特有の甘く官能的な叙情の支配する緩徐楽章。弱音器

このようなラフマニノフの窮地を救ったのが精神科医 付きの弦による神秘的な序奏を受けてピアノがノクターン

ニコライ・ダーリ（ダール）博士だった。博士は催眠租法を 風に弾き始め、その上にフルートが主題を吹き、クラリ

用いて悩めるこの若き作曲家に1900年初めから独自の療 ネットが受け継ぐ。この甘芙な主部とは対照的に、中閻部

法を施し、仕事への意欲と自信が湧いてくるといった暗示 は落ち府きなく気分が揺れ動いて感情が昂ぶり、テンボ

を与えていく。その効果はほどなく現われ始め、ラフマニノフ も速まっていく。

は徐々に作曲への自信を回復するとともに、創作意欲も 第3楽迂 1アレグロ・スケルツァンド、ハ長調。ロンド・

湧き上がるようになって、協奏曲の作曲に本格的に粁手、 ソナタのフィナーレで、軽快な管弦楽にピアノの技巧的な

年内のうちに第2、3楽迂をまず仕上げ（この2つの楽迂は バッセージが続く序奏に始まり、やがてピアノが力強い

同年12月に先に試演的に初演されている）、翌1901年春に 第1主題を奏する。第2主題は管弦楽が息長く表情也か

第1楽章も完成させた。全曲初演は1901年11月にモスク に歌い（その後半には第1楽紅第2主廂が組み込まれている）、

ワにおいて作曲者自身のピアノ、アレクサンドル ・シロティ ピアノに受け継がれる。この2つの主題が交互に現われ、

の指揮によって行なわれたが、結果は大成功で、この作品 ピアノと管弦楽との丁々発止のやりとりの中で、第1主題

によってラフマニノフは作曲家としての自信を取り戻し、 による緊迫したフガートをはじめ様々な展開が織り成され、

名声を確固たるものとしたのである。 大きな高揚をみせていく。
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30年という時が、一息に流れた気がします。音楽活動の転機となったシ"バンコンクールが

1985年。1eこからの10年はただただレパートリーを広げ、次の10年はやりたいことに埋もれ

ながら自分の道を確認し、次の10年で自分の道に向かって少し歩み始めることができたよう

な気がします。音楽への愛情と気持ちは日々深まるばかり。どうLてもっと早くからこりいり気持

ちで音楽を見つめられなかったのかと、今、時の大切さをひしひしと感ヒまナ。今回共演さ

せていただく2人の指揮者、 大野和士さん、広上淳一さんは私が最も称敬し、信頼L、友

情をはぐくみながら共に歩んできた同世代の音楽家です。2005年の20周年記念公演で

は広上さんと2夜にわたって41111の協奏111J(ショバンNo.l、スクリャービン、チャイコフスキーNo.l、ラフ

マニノフNo.3)を。2010年の25周年記念公演では大野さんとプラームスの2illi(Nol、No.2)

のコンチェルトを演奏Lました。1clて今年の30周年のコンサートは、私のコンチェルト演奏歴

の中で最も深く付き合ってきた2人の作曲家、 ショパンとラフマニノフのコンチェルトです。春の

都押と大野さんとの共演では、「秘めたる想い」を吐露し、秋のN押と広上さんとの共演

では、「未来への扉」を開く。心から音楽を共有できる幸せを噛みしめながら、この2夜の

演奏会に30年の思いをのせたいと思っています。

↓山り、れ、し

Profile 

人気・実力ともに日本を代表するビアニスト。2015年にはデビュー30周年を迎える。チャイコフスキー国際

コンクール、ショバン国際ピアノコンクールの二大コンクールに入賞以来、今日に至るまで、コンチェルト、リサ

イタル、室内楽とあらゆるジャンルにおいて、常に第一線で活蹄し続けている。15年には、30周年の記念

公演として、東京における2回の協奏曲淡奏会のほか、日本各地で数多くの記念公演を予定。また、定期

的な共淡で深い信頼関係を築いているフェドセーエフ指揮チャイコフスキー ・シンフォニー・オーケストラ

とモスクワの定期公演で共演予定。06年から春・ 秋年2回ずつ17年までの壮大なプロジェクト"12年間・

24回リサイタル・シリーズ＂を 開始。現在全国6都市において進行中である。さらに、 あらたな長期的プロ

ジェクトの計画も始動している。また、ショパン生誕200年にあたる10年のショバン国際ピアノコンクールを

始め、チャイコフスキー、 ロン＝ティポー、ミュンヘンなどのコンクールで審査負を務める。11年の東日本大

器災以降、 被災地で演奏を行っている。この被災地活動は小山のライフワークでもある。CDは、ソニー ，

ミュージックジャパンインターナショナルと専屈契約を結ぶ。前作 「ヴォカリーズ」と「シャコンヌ」は、2作洲続

して「レコード芸術」の特選盤に選ばれた。15年春には、28枚目の新閉 「シューペルト：即典1111集」をリリース

予定。05年度文化庁芸術祭音楽部門 大廿/13年度束燃ゼネラル音楽貸洋楽部l"J本賞 13年炭

レコード・アカデミー＇貨器楽曲部門「シャコンヌ」



やさしさと強靭な意志

束条碩夫（音楽評論）

チャイコフスキー国際コンクール入＇けが 1982年、ショパン国際コンクール入貨が1985年ーー。

当時、箪者は、 「2大コンクールに入'l'.l'した小山実稚恵」というインタヴュー記事を「音楽の友」に載せたことがある。

小山さんにお目にかかったのはその時が最初なのだが、

「海外派追コンクールで1憂勝したので、それならどこを受けましょうって探したら、いちばん近いところにチャイコフスキーが

あったのね。 … • モスクワでのコンクールでは 、 私の前のロシア人の女性が凄い勢いで弾くので、 私は何て場違いなところ

に来てしまったのかと気落ちして、もう弾くのイヤだなァって....。でも弾きはじめたら、1曲ごとに拍手が起こったので気を

良くして....。無邪気だったのね、あの頃は」と、それはもう、実に柔らかく、優しい話しぶりだった。

小山さんは、その頃も今も、常にそういう感じでお喋りになるかたである。これが実にいい雰囲気で、魅力的なのである。

聞いていて、心が癒される話し方とは、彼女のそれのようなものを言うのであろう。

しかし、その柔らかいキャラから、どうしてあのように、強靭な意志力を感じさせる演奏が生み出されるのだろう？

たとえば、彼女が最も得意とするレバートリーのひとつであり、今回の「テビュー30周年記念演奏会のプログラムにも入っ

ている、ラフマニノフの 「協奏曲第3番」 一ーラザレフ指揮日本フィルとの協演(2007年10月14日・サントリーホール）の時には、

ラザレフの煽りに煽る猛然たる指揮に一歩も譲らず、ダイナミックでスリリングな演奏を聴かせたものだった。また、大野和士

指揮読売日嬰との協演(13年1月8日・東京芸術劇場）でも、冒頭を神秘的な最弱音で開始したかと思えば、全曲最後の

頂点では、奈壮そのものの世界をつくり出した。また、同じラフマニノフの「パガニーニの主題による狂詩曲」でも、尾高忠明

指揮束京フィルとの協演(08年8月5日・ミューザ川崎）の時には、強靭な気磯でクライマックスに盛り上げて行った。いずれも、

見事の一語に尽きた。

さらに、 08年11月15日のオーチャードホールにおけるリサイタルのことをご記位の方も多いだろう。ショパンの「第3ソナタ」

やベートーヴェンの 「テンペスト」の他に、シューマンの「蝶々」やシューベルトの 「即興曲」も含まれたプログラムを、彼女は

「内なる叫び」として、「心の中で吹きすさぶ風、感憫の渦の中から聞こえてくる声」というテーマで表現していた。後者の2曲

などは、作品の性格からみれば、必ずしもそれに当てはまらないような気もしたのだが、しかし彼女の演奏にかかれば、すべて

がそのテーマに統一されるイメージを感じさせてしまうのだから、面白い。

． 
だがこれは、彼女が常に力任せに弾いているなどという意味では、もちろんない。

10年9月3日にサントリーホールで行った「デビュー25周年記念演奏会」で大野和士の指揮する東京都交妙楽団と演奏

したブラームスの「ピアノ協奏曲第2番」は、沸き立つような激しい躍動とうねりを備えた、類のないほど劇的な演奏だった

ことはホ実だ。だが同時にその演奏には、プラームス円熟期のこの大曲の、深さと拡がりと、m熱と静寂とが、これまた余す

ところなく示されていたのである。

前出のラフマニノフの 「狂詩曲」にしても、山田和樹指揮日本フィルとの協演(2012年9月3日・サントリーホール）では、有名な

第18変奏における、これ以上はないほどの思い入れたっぶり、耽美的な表惜が印象的だった。同じ日に淑奏したラヴェルの2つ

のピアノ協奏曲でも、叙情が最高度に昇華された美しさが素睛らしかった。12年4月18日の盆本文昭指揮束京シティ ・フィルと

の協演（束京オペラシティ）におけるモーツァルトの「協奏曲第27番」では、この上なく温かい表情が馳かれ、さらにアンコール

で弾いた 「トロイメライ」 の優しい美しさは、私がこれまで聴いたこの曲の演奏の中で最高のものでさえあったのである。

． 
このように、 小山実稚恵さんの演奏では、きりりと引き締まった激しい意志が、透明で澄んだ音色のしなやかな優しさと

結びついている。その音色はあくまで澄んで明晰であり、しかもなまなましい生命感に満たされている。かように、一刀両断的

な明快さを持ちながら、その一方で瑞々しい詩梢をも失わないという― このような特徴を併せ持ち、しかもその両者が完堕

なほどの均衡を保っているピアニストは、わが国には決して多くはないだろう。

2013年6月8日のオーチャードホールでのリサイタルで取り上げた、リスト編曲によるベルリオーズの「幻想交臨曲」

第4・5楽迂の演奏などは、その「均衡」を感じさせた一例だろう。そこでは、一種の傍若無人な野性味といったものが、もう

少しあからさまに表現されてもいいのではないか、という気もしたが、一しかしこれもやはり、どんなに熱狂しても決して

音楽の形を崩すことがないという、彼女の美点が作用した演奏だったのではないだろうか。

． 
そういえば、非常に興味深いことがある。フランスのナントにおける 「ラ・フォル・ ジュルネ」で、彼女のショバンを聴いた時

(2010年1月31日）のことである。並み居るアクの強い外国人ピアニストたちの中では、彼女の演奏するショバンは、いかにも

清楚で自然な音楽に聞こえたのだ。そこではあざとい誇張も怒号もなく、ショパンの持つ音楽の瑞々しさ、ハーモニーのふく

よかさ、転調の盟かさなどが、何の術いもなく率直に、 しかも端整な情熱をもって再現されているといった感なのであった。

日本で聴くと、彼女の演奏はかなりバンチの聴いたスタイルに感じられるけれども、ヨーロッパで聴くと、それはいかにも優しく、

温かいという印象が先に立つのであった。けれども、それでいいのだと思う。日本人ピアニストには、 日本人でなければ聴か

せられぬ、微細な表現の美しいショバン演奏のスタイルがあるはずだからだ。

． 
プログラミングの巧さでも、小山さんのセンスは卓越しているだろう。リサイタルには、常にひとつの詩的なテーマが設けら

れている。2014年6月21日のリサイタルは、「舞曲の園」と穎されていた。そして11月29日のそれは、「粋な短編小説のよう

に」だった。それらは彼女自身のイメージの中で組み立てられたテーマではあろうが、しかし毎回その中に、明らかにテーマの

核になっていると聞き手にも思わせる作品が据えられている。たとえば 「粋な短編小説」の場合なら、3曲目に演奏された

シューマンの 「ノヴェレッテン」、5曲目に弾かれたショパンの「バラード第1番」といった、 「物語性」に因んだ曲であることが、

誰にでも見当がつく。ただし彼女はこの他、ショパンの 「スケルツォ第2番」や、 D・スカルラッティの「嬰ハ短調」と「ホ長訓」

のソナタの中にもドラマ性を見出し、プログラムに加えていたのだ。

それらは聴き手にその概念を強制するものではないが、しかし聴き手の心の中に、ある夢幻的なイメージをふくらませてくれ

たことは、まちがいない。あのコンサートで小山さんは、短編の数々をひとつの流れやテーマの中にまとめ、演奏の色合いの

変化、語り口の変化を駆使し、コンサート全体を、ひとつの美しい物語につくりあげてしまったのである。それは、まぎれもなく

「粋な」手法そのものであった。



いたださ

30年の頂から未来を見る

片桐卓也（音楽ライクー）

いたた9

登ってみなければ高さが分からない頂があると思う。実際の山登りでも、下から見えている山塊と、登った後に見えて来る

さらに高い峰の姿には大きな違いがある。小山実稚恵がプロフェッショナルとして演奏活動を始めて2015年で30周年を

迎えると聞いて、そんなことを思った。この30年、いや実際にはもっと長い音楽家として時間を過ごして来た小山にとって、

今、この頂の上で見えている風景はどんなものなのだろう。

1982年にソ連（当時）で行われた第7回チャイコフスキ一国際コンクール、 1985年にポーランド、ワルシャワで行われた第11回

ショパン国際ピアノコンクールに出場し、どちらのコンクールでも決勝に残り、入賞を果たした小山。このふたつの世界的なコン

クールの両方に入賞した日本人ピアニストは、今のところ小山だけである。こう書くと天才型のピアニストと思われる方も多いだ

ろうが、実際には、小山はコッコツと音楽とテクニックとを磨いて行く努力型のピアニストだと思う。そして未来を展望しながら、

次はどんな作品に取り組もうかと、いつも準備をしている、そんな感じがするのだ。レパートリーヘの関心も深く、研究を怠らない。

その成果として、例えば彩の国さいたま芸術劇場音楽ホールでの「スクリャービン＆ラフマニノフシリーズ」 (2002年から

全6回）があり、2006年から東急文化村オーチャードホールでスタートした「12年間・24回リサイタルシリーズ」がある。ピアノ・

ソロだけでなく、ブラームスの室内楽を取り上げた「ブラームス室内楽プロジェクト小山実稚恵と仲間たち」 （彩の国）などの

コンサートも充実していた。また協奏曲でも、ロシアの巨匠フェドセーエフとの共演など、忘れられないコンサートもたくさんある。

そうした小山の活動に対しての評価も高く、2005年には文化庁芸術祭音楽部門大賞を受賞している。

30周年を迎える2015年には様々なコンサートが予定されているが、オーチャードホールでの「12年間・ 24回リサイタルシ

リーズ」はちょうど最後の3年間6回のリサイタルに入るところだ。これからはバヅヽの「ゴルトベルク変奏曲」、ベートーヴェンの

後期ピアノ・ソナタ、シューベルトの最後の3つのソナタなど、それぞれの作曲家を代表する大作が続いて行くことになる。

それも楽しみである。さて、いつも未来を見据えている小山のことだから、30周年以降にも様々なアイディアを持っているの

だろう。そう思って、尋ねてみることにした。

「2015年はまず1月にシューベルトの 「即興曲集Jを録音Lます。演奏会の数はそれほど増える訳ではありませんが、

記念のコンサートがいくつかありまナ。オーチャードホールでのリサイクルシリーズは大好きなシューペルトの後期のソナクに取り

組めるので、それが楽Lみです」

と小山。また、ピアニストとしての活動を中心にしながらも、これまでに取り組んだことのないテーマにも取り組みたいと

考えていると言う。

「クイトルとしては 「子どもたちの夢」というようなプロジェクトを企画Lたいと考えていまナ。東日本大縦災の後から考えて来

たことですけれど、自分の人生を振り返って、それが充実Lていたと思えるようになるには、やはり自分が好きなことに出会

うのが大事なのではないか、と思いまLた。それは音楽に限らず、なんでも良いと思いまナ。美術、工芸、ぢ菓子作りでも

良いでLょう。具体的にそういう仕事をLている専門家の方々の協力も得ながら、子どもたちが自分のやりたいことに出会う

ための機会を作る、そんなプロジェクトを考えていまナ」

ユニークなプロジェクトになりそうだ。音楽家だけでなく多ジャンルの専門家に出会うのは子どもたちにとって大きな意味を

持つだろう。

ゞ
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「音楽家とLて自分の専門外のことに手を出すの

は、なかなか勇気の必要なことなのでナが、基本

的な姿勢は音楽への取り組みと変わらないL、

どんなジャンルにも通じることがそこにはあると思い

まナ。まだまだ企画を煮詰めていかなければなり

ませんけれど、特に東日本大袋災の影響を大きく

受けた地方の子どもたちのために、何か出来れ

ば良いと思いまナ」

と小山は語る。仙台に生まれ、盛岡で育った小山

にとって、東日本大震災の被災地への想いは深い。

「音楽の友」誌で2015年1月号から始まる対談

シリーズ「脱力の極み」は、音楽以外の多彩なジャ

ンルの人々とのトークが展開されて行く。そこには

小山の多様なジャンルヘの関心、そしてあらゆる

ジャンルで専門的な活動をする人達に通じる姿勢

など、幅広い関心が示されるだろう。

もちろんピアニストとしても、リサイタルだけでなく

協奏曲にも意欲的に取り組んで行きたいと考えて

いる小山。その企画も考えているようなのだが、ま

だ具体化していないので、今後の発表を待ちたい

と思う。
photo NO CHOW 

「最近よく思うのは、 実際の社会もそうですが、スピードが最優先のような感覚が滋れていて、 音楽の世界にもそれが広

がって来ているような気がしまナ。コンクールに低勝Lて、パッと話題になるけれども、一過性の活動に終わってLまう可能

性もありまナ。でも、音楽の世界は広大だし、ひとつの山を制覇Lたからと言って、それは大きな山脈への第一歩にLか

過ぎない、あるいはまだ第一歩にもなっていないかもLれない。長い時間をかけて取り組んで行く必要があるのが音楽、

芸術の世界だと思いまナ」

プロのピアニストとして活動して来た30年。小山にとってその時間はあっと言う間だったのではないだろうか?30年と言え

ば、普通に会社勤めをした人で言えば、役職付きとなり、そろそろ第2の人生の設計も考える、そんな時期なのだろう。しかし、

芸術の神に仕えた人間には定年もないし、役職もつかない。30年が自分にとってどのくらいの道のりなのかも、実際には

よく分からないかもしれない。しかし、これまでに得た経験は、未来への羅針盤となる。その羅針盤には、私たちが想像もしな

いような未来への航路が示されているかもしれない。小山のこれからの活動は、ますます多彩なものになって行くだろう。



心の復興と共にある音楽…小山実稚恵さんと東日本大震災

黒田大介（岩手日報社論説委貝）

「私はビアノを弾くことLかできない。被災地に音楽を届けたい。今の私にできることは、心を音に託して届けること

しかないから。でも、みなさんが大変なときに、いいのかしら …」

2011年3月11日の東日本大震災津波から約2週間後、小山さんから電話があった。その声は逸巡し、哀しみに満ちていた。

「音楽は人の力になる、救えるって思ってきました。でも、音楽や芸術の意味がないくらい大変なんだ、人間はこんなに

無力なんだということを心の底から痛感Lました。でも、もしも音楽によって、勇気や希望を持ってくれる人が一人でもいる

なら…いつでもどこでも飛んで行きたい」

仙台市に生まれ、盛岡市で小中学校時代を過ごした小山さん。「第二の古里」である岩手県では、沿岸部でも数多くの

リサイタルを開いてきた。だが、その会場となった陸前高田市民会館、釜石市民文化会館、宮古市民文化会館は、いずれ

も津波で被災した。

小山さんの申し出から、被災地への強い思いと共に、その盟かな音楽性は人間性と分ちがたく結びついていることを実

感した。長らく小山さんを取材し、 10年12月に急逝した一戸彦太郎 ・岩手日報社学芸部長が生前 「小山さんって本当に

いい人なんだよね」としみじみ語っていたことが思い起こされた。その思いを、いつ被災地に届けられるだろうか。被災者に

音楽を受容する心の余裕は生まれているのか。なお混乱が続く3月下旬の時点では分からなかった。「生か死か」の被災地

にあって、音楽について問いかけること自体が、ためらわれた。

思いは、まずは言葉で届けられた。震災以来1カ月間、本紙文化欄は休載となっていたが、再開した4月11日付紙面を

飾ったのは小山さんのメッセージだ。寄稿の依頼に、即座に答えてくれた。末尾の一文を紹介する。

「•••私のビアノで、苦しく長い一日のほんの一瞬だけでも笑顔の瞬間を与えることができるなら、どこにでも行って弾かな

ければ。ピアノを持ち巡んででも弾かなければ。微力であるかもしれないけれど、被災者の心に届くよう全力で応援L、

共に歩きたいと思うのです」

その後の小山さんの軌跡は、まさにこの言葉を体現している。

念願の被災地慰問演奏ツアーは、程災から2カ月後の5月10日に釜石市、 11日に宮古市で実現した。演奏に際しての

小山さんの要望は「現地に負担をかけないでほしい。2公演の合問に3時問以上練習できる場所を確保してほしい」。どんな

状況であろうと、一切手を抜かない。これぞプロだ。
ふたば うのす●い

10日の会場は、釜石市の双葉小。校舎が被災した船住居小の児童も共に学ぶ。体育館の小さなグランドピアノを両校

児蛮が囲む。そこに、 ドレス姿の小山さんが登場。ショパン、 リスト、そして 「となりのトトロ」の「さんぽ」。このために楽譜を

購入して練習してきた小山さんの伴奏に合わせて歌う子どもたち。最初は小さな歌声が、歌っているうちにどんどん大きく

なっていき、体育館を深い感動が包んだ。「人間って力強いなあ、これが音楽の原点なんだなあ」と小山さん。音楽の力が、

まざまざと実感されたひとときだった。
そけい

釜石市から2時問半かけて盛岡市に戻ると、岩手県民会館で練習。翌11日早朝に盛岡を発ち、宮古市の磯鶉小へ。

「復興を祈る癒しの演奏会」という手作り呑板が迎える。ピアノは宮古市民文化会館のスタインウェイ。会館の中にあったが

4|

1り

奇跡的に被災を免れ、「宮古の芸術文化復興の象徴に」という地元の熱意で体育館に迎び込まれた。

小山さんは、名器ならではの繊細なニュアンスで、 リスト「ラ・カンパネラ」などを披露。「復興の祈り」としての鐘の音の

フレーズ。「かたちに見えない心の復興こそ、かたちをも作っていくのではないでしょうか。平板な言葉ですが、みんなで力を

合わせて進んでいきたい」。再訪を晉い、 2日間のツアーを終えた。

12年3月11日、小山さんは再び岩手にやって来た。盛岡市民文化ホールでの小林研一郎指揮・東京都交醤楽団との

共演によるチャイコフスキー「ピアノ協奏曲第1番」。勇壮、華麗な曲想で名演数多い同曲だが、これほどまでに温かみを感

じた演奏は初めてだった。腰災から1年。満員の聴衆一人一人が、さまざまな思いを胸に抱いていたことだろう。長い1年、

あっという問の1年、あるいは、 1年前で止まったままの時間…。それぞれの心の軌跡に寄り添い、美しい色彩をまとわせる

かのように、小山さんのピアノは醤きを広けた。

3月12日、大槌町の吉祥寺で鉗魂のピアノ演奏会。ショパン「ノクターン」が、 1年前の夜にいざなう。あの日、地上の光は

失われていたが、見上げると星空が広がっていた。フィナーレは「英雄ポロネーズ」。そのリズムは力強く、でも、あくまで温かく。
IJIしい おきらい

13日には大船渡市の甫嶺小を訪問。同校では、校舎が被災した越喜来小、崎浜小児童も学ぶ。3校児童の合同合唱

団は11年11月、サントリーホールで開かれた支援コンサートに特別出演し小山さんと共演。この日、再度の共演が実現し、

澄んだ歌声とピアノが習き合った。

帰途、陸前高田市民会館に立ち寄った。小山さんが03年にリサイタルを開いた会館は、津波の直撃で壊滅し、外装の

みと化していた。夕刻、吹きすさぶ風の音に、音楽の不在が際立つ。

会館入り口の祭壇に手を合わせた小山さん。深い哀しみをたたえたその目の奥底に強い光を宿しつつ、言葉を紋り出した。

「何度でも被災地で演奏したい。生きている限り」。

小山さんは13年、陸前高田市の高田小、山田町中央公民館などを訪問。宮城、福島両県での慰問演奏会、首都圏での

チャリティーコンサートなども含め、これまでの巽災関連の演奏活動は計31回に上る。

被災地の復興の歩みは遅く、摂災の記位の風化は進む。心の復興なお遠い中、小山さんはこれからも被災地と共にあり、

音楽を届け続けるだろう。そのピアノは、被災者それぞれの心の歩みに寄り添いつつ、醤きを広げることだろう。

9
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2011年5月10日釜石市 ・双葉小での慰問淑奏（岩手日報社提供） 2012年3月13日大船渡市・甫碩小での慰問油奏（岩手日報社提供）



小山実稚恵デビュー30周年記念～春 ・秋～東京公演の聴きどころ

萩谷由喜子（音楽評論家）

2015年、垂涎の協奏曲コンサートが2公演、実現した。

桜花舞う卯月には、ショパンの2番にラフマニノフの3番を組み合わせて大野和士指揮東京都交慇楽団と共演し、紅葉

燃える垢月には、ショパンの1番にラフマニノフの2番を取り合わせて広上淳ー指揮のNHK交牲楽団と共演する。主役は、

今年デヒュー30周年を迎え、ショパンにもラフマニノフにもこの人ありの営れ高い小山実稚恵さん。会場は、奇しくも彼女の

デヒューの翌年に束京初のクラシックコンサート専用施設としてオープンした赤坂の名館。

もしも「こんなコンサートを開いて欲しい夢のプラン」の雰集があれば、絶対に第1位に選ばれること間違いなしの連続企画

だ。では、どこがどれほど「夢のプラン」なのだろうか？

第1に、ショパンの姉妹協奏曲に、ラフマニノフの協奏曲の両雄を組み合わせた点がいかにもプログラム巧者だ。ショパン

の2曲は、彼が青雲の志を抱いてワルシャワを旅立つ直前に、地理にも政治にも文化にも多大な不利を抱えたポーランドから

中央ヨーロソパに向けて誇らかに発信した音楽による所信表明だが、そこはピアノの詩人、声高なアピールではない。2曲とも

ショパン特有の高雅な詩情と繊細優美な楽想が横溢し、若きショパンの青春の光と影がまばゆく交錯している。2曲のうち、

最初に柑かれた第2番のほうがよりロマンティックで規模も小さいのに対して、実際には第2作である第1番にはポーランド人と

しての誇りと情熱、祖国を蹂躙する者への義伯の情さえ滲んで、 力強い一面も持ち合わせ、第2番よりも少し規模が大きい。

だから、 可憐で愛らしい第2番には、ラフマニノフ最大の協奏曲、第3番をカップリングし、堂々 とした第1番には、哀愁とリリ

シズムに満ちたラフマニノフの第2番を組ませてある。この取り合わせ方が実に心憎い。

第2に、ラフマニノフの名品2作、第2番と第3番が春秋に揃うことも婚しい。第2番は20世紀生まれなから、19世紀ロマン

派にも通じる甘美で哀切極まりない名旋律の宝庫だ。また、ソロ・ パートにはヴィルトウオーソ ・ピアニストだったラフマニノフに

しかむけないピアニスティックな楽句がふんだんに盛り込まれている。曲の冒頭はロシア正教の教会の鐘を模したピアノの

和音。第1主題の伴奏音型から移行句までノロの奏でる急速な装飾音型も小型の鐘の音の模倣だ。ラフマニノフの故郷、

ロシア西部のノプコロド地方には鐘の伝承技術が受け継がれていて、彼は幼い日から名人の嗚らす大小さまざまな鐘の孵きを

耳にして成長した。だから、 彼の 「前奏曲ハ短調Jやピアノ ・ソナタ第2番など他作品にも、錨の模倣はしばしば登場する。

以前、小山さんとそんな話をしていた時、 彼女か「ロシアの鐘は、 日本の釣鐘のように描木で外側から叩いて嗚らすので

はなく、内側に吊るされた振り子を揺らして鳴らすのよね。」とさらりと言われ、はっとしたことがある。そこまで銃の性質について

理解を深めているからこそ、彼女のラフマニノフは随所の錨音型が迫真の密きをもって奏されるのだと密かに舌を巻いたも

のだ。今回の公演でも、これがひとつの聴きどころとなろう。第2楽章での木管楽器とのやりとりや、第3楽章の2つの主題の

描き分けなどにも精緻な表現が期待される。

一方、第3番で注目したいのは第1楽章のカデンツァだ。これはラフマニノフ自身による、 小規模なオリジナルと、大規模な

オッシア（別版）の2種があり、かつてはオリジナルを弾くピアニストが多かったが、近年は絢爛棗華な和音が縦横無尽に嗚らさ

れるオッシアが隆盛。小山さんもこのオッシアを弾くはずなので、ここの多彩な和音の暫きが楽しみだ。

最後のとっておきの聴きどころは、 小山さんが心から信頼を寄せるふたりの名指揮者との共演だ。先日「よい指揮者って

どんな人？」と彼女に尋ねたところ、「まず、音楽ありき。何よりも音楽を大切にして全身全霊で音楽に奉仕できる人。」と答えて

くれたが、大野マエストロも広上マエストロもまさにそんな名匠だ。いずれ菖蒲か杜若の春公演と秋公演。でも、迷う必要はない。

どちらも聴けばよいのだから。



2015年公演スケジュール＿ 
7[水］ 音楽日利-JAF会貝のための音楽会

19,00 小泉和裕指揮新日本フィルハーモニー交響楽団

東京芸術割場

10[1:l YMFGもみヒニューイヤーコンサート

」5°00 田中祐子指揮広島交響楽団

広.r.文化学園HBGホール

15[木］ 神奈川フィルハーモニー管弦楽団

19,00 定期演奏会県民ホールシリーズ第2回

サッシャ・ゲッツェル指揮神奈川フィルハーモニー管弦楽団

神奈/1/1,¥!民ホール

18[11] 特別演奏会相模女子大学グリーンホール

lヽ1:00 -ウィーンの風一 甦る名曲たち～

サッシャ ・ゲッツェル指揮神奈川フィルハーモニー管弦楽団

相投女子大学グリーンホール（即い詞i文化令館）

25(11] I小山実稚恵音の幻想（ファンクジー）第1回
14,00 兵庫県立芸術文化センクーKOBELCO大ホール

31[1:l 府中の森クラシックコレクション

14,QQ 小山実稚恵ピアノ ・リサイクル

府中の森芸術i1!1場ウィーンホール

一7(1:l 都民芸術フェスティバル

1,1,00 ロッセン・ゲルゴフ指揮東京フィルハーモニー交響楽団

束京芸術閉l場

14(u デビュー30周年記念

¥4:00 小山実稚恵ピアノ・リサイクル

保谷こもれびホール＿ 
7(I:] 小山実稚恵

1s,30 デビュー30周年記念リサイクル

佐賀市文化会館中ホール

13[金］ チャイコフスキー・シンフォニー・オーケストラ定期演奏会

¥9:00 ウラディーミル・フェドセーエフ指揮

チャイコフスキー・シンフォニー・オーケストラ

モスクワ＿ 
5[11) 名古屋国際音楽祭オープニング・コンサート

15,00 小山実稚恵ラフマニノフニ大コンチェルト

川瀬賢太郎指揮名古屋フィルハーモニー交響楽団

愛知鼎芸術劇場コンサートホール

10(金］ 日本センチュリー交響楽団

.L9°00 第200回定期演奏会

11(1:) 飯森範親指揮日本センチュリー交響楽団

15-00 ザ・シンフォニーホール

18[」」 小山実稚恵
1,i,00 デピュー30周年記念～春～

大野和士指揮東京都交響楽団

サントリーホール

19(11] 第53回大阪国際フェスティバル2015提携公演

14'00 東京都交饗楽団創立50周年記念大阪特別公演

大野和士指揮東京都交響楽団
フェスティパルホール

25[1:] I小山実稚恵デヒ込ー30周年記念ピアノ・リサイクル

14:00 姫神ホール

28[火JI小山実稚恵ピアノ・リサイクル
19,00 ハーモニーホールふくい 小ホール＿ 
10[11] ラ・フォル ・ジュルネ新潟 2015

17,30 「パッション～恋する作曲家たち」

ロペルト・トレヴィーノ指揮シンフォニア・ヴァルソヴィア
りゅーとぴあ新潟市民芸術文化会館

16[~:) 小山実稚恵 12年間24回シリーズ〈音の旅〉第19回
14"00 FFGホール

23[1:] I小山実稚恵 12年IIU24回シリーズ〈音の旅〉第19回
1.5,00 宗次ホール

30[1:J 名匠フェドセーエフ指抑
15,00 チャイコフスキー・シンフォニー・オーケストラ

ウラディーミル・フェドセーエフ指揮
チャイコフスキー ・シンフォニー・オーケストラ

兵屈リ紅立芸術文化センクーKOBELCO大ホール＿ 
3[水］ 舘野泉ピアノリサイクル～

19,00 「舘野泉左手の文DI!<募金）」応援介コジェクト

共演：舘野泉（ビアノ）

束京オペラシティコンサートホールタケミツメモリアル

5[金］ 名寄市民ホール開館記念

[8:30 北の星座音楽祭 札幌交郭楽団演奏会

垣内悠希指揮札幌交響楽団

名布市民ホール

7[11] I小山実稚恵 12年Ifり24回シリーズ〈音の旅〉第19回
l5cOO 日立システムズホール仙台

9[火］ 市民コンサート徳島・ 600回記念例会

19,00 小山実稚恵ビアノ ・リサイクル

徳M県撼土文化会館大ホール1あわざんホール）

13[ I:] サントリーホールチェンバーミュージック・ガーデン2015
J4:3Q 共演：堤剛（チェロ）

サントリーホール小ホールプルーローズ

17[A<l NHK交響楽団

19-00 第1813回定期公演Bプログラム

.18[木］ 尾高忠明指揮 NHK交響楽団

19,00 サントリーホール

21(11] 小山実稚恵

l4-00 12年liU24回シリーズ〈ピアノ・ロマンの旅〉第19回
いずみホール

27(1:l 12年間24回シリーズ〈小山実稚恵の泄界〉第19回
l5. 00 Bllnkamllraオーチャードホール

＿ 
2(木] I小山実稚恵 12年 FLり24回シリーズ〈音の旅〉第19回
L9,QO 札幌コンサートホールK;tara小ホール

4(1こ） ミューザ川崎ホリデーアフクヌーンコンサート

13,30 〈ショパン・華麗なるコンチェルト〉

5[11) 

小山実稚恵デビュー30周年記念

円我大介指揮東京ニューシティ管弦楽団

ミューザ川崎シンフォニーホール

ショパン・華麗なるコンチェルト

曽我大介指揮東京ニューシティ管弦楽団

さいたま市文化センター大ホール

11[1:J びわ湖ホール名ill!コンサート
14,00 小山実稚恵ビアノ・リサイクル

滋賀屎立芸術劇場びわ湖ホール大ホール

19(11) "15(第28回）夏休み親と子のコンサート～

19,00 小山実稚恵ヒ・アノ ・リサイクル～

大洲市民会館大ホール

24[金］ オーケストラ・アンサZプル金沢

19,00 第366回定期公演フィルハーモニー・シリーズ

広上淳一指揮オーケストラ ・アンサンブル金沢

石川県立8楽堂コンサートホール

一1(1:l Kids Festa in仙台（仮）

2(11] 大野和士指揮仙台フィルハーモニー管弦楽団

日立システムズホール仙台

26[水］ 「宮沢野治音楽の世界」（仮）
共演：名取裕子（籍1/) 岡本侑也（チェロ）

呉市文化ホール

29[上］ デビュー30周年記念

13,30 小山実稚恵ビアノ・リサイクル

横浜みなとみらいホール＿ 
6[FI] 小山実稚恵ビアノリサイクル

J6:QQ ライフポートとよはしコンサートホール

18(~) 九州交響楽団第343回定期演奏会

19:QQ 小泉和裕指揮九州交響楽団

アクロス福岡シンフォニーホール

23[U)I小山実稚忠ビアノリサイクル
1,1,30 三mi.文化会館大ホール

27(11] 小山実稚恵ビアノ ・リサイクルvol.5

14-00 -ピアノの旅～

那須野が原ハーモニーホール大ホール

需

... 般の"情により掲載できない演奏会もあります。1 

一2[金］ 札幌交響楽団

19,00 第581回定期演奏会

3は］ 広上淳一指揮 札幌交響楽団
Jヽ,,oo 札幌コンサートホールKHara大ホール

6[火］ 読売日本交響楽団

7[水］ 下野竜也指揮貌売日本交響楽団
2公淡予定

10 〔日 小山実稚忠 音の幻想（ファンクジー）第2回

1,1:QQ 共演：クアルテット・エクセルシオ

兵庫惧立芸術文化センクー KOBELCO大ホール

17U:J 小山実稚恵 12年Ifり24回シリーズ〈音の旅〉 第20回
1.5,00 宗次ホール

25[n) I小山実稚恵 12年IIU241!llシリーズ〈音の旅〉第20回
15:00 日立システムス＇ホール仙台

28(水］ 堤剛（チェロ）＆小山実雅恵（ビアノ）

29(*] デュオ・リサイクル
共演：堤剛（チェロ）
都内コンサートホール（間1訊行のみのクローズド公演）

一5(木］ 小山実稚恵
1~ ,00 デビュー30周年記念～秋～

広上淳一指揮 NHK交響楽団
サントリーホール

8(11] 小山実稚恵 12年Ifり24回シリーズ〈音の旅〉第20回
14-00 FFGホール

14(1-.J ;Jヽ山実稚恵ピアノ・リサイクル

lヽ,,oo .r.i取市文化ホール

20[金lI小山実稚恵 12年IIり24回シリーズ〈音の旅〉第20回
19:00 札幌コンサートホールK,tara小ホール

22(11) 小山実稚忠

lヽ,,oo 12年間24回シリーズ〈ピアノ・ロマンの旅〉第20回

いずみホール

28(1;] 12年/IU24回シリーズ〈小山実稚恵の世界〉第20回
15. 00 Bunkamuraオーチャードホール

一5[1:l プレミアム・セレクト・コンサート

14,00 小山実稚恵ピアノ・リサイク）レ

メディキット県民文化センターアイザックスターンホール

12[ l:l 第30回松江プラパ音楽祭

1,1,00 小山実稚恵ビアノ・リサイクル

松江市総合文化センタープラパホール

19UJ 第180回記念薗島1川ギャラリーコンサート

JS:30 共演：堤剛（チェロ）

1111島IXl美術館



12年間・24回リサイタルシリーズ

「小山実稚恵の世界」
ピアノで綴るロマンの旅

足ク皐 孤必宕伍磁厄似し

2017 
Bunkamuraオーチャードホール

◎第19回 2015年6月27日（土） 15:00Jllli貨

: ～想い出のアルバム～

J .s. バッハ： カプリッチョ 変口長調

「最愛の兄の旅立ちによせて」BWV.992

シューマン： フモレスケ 変口長調 作品20

アルベニス： 組曲 「旅の思い出」作品71より 第6曲

「入 り江のざわめき」

ショパン ：ノクターン 第17番口長調 作品62-1

シューペルト：ソナタ 第19番 ハ短澗 D.958

⑳)第20回 2015年11月28日（土） 15:00lllli貨

～究極のアリア～
シューマン： 花の曲作品19

J.S. バッハ ：ゴルトベルク変奏曲 （アリアと30の変奏曲）

ト長調 BWV.988

◇第21回 2016年6月18日（土） 15:001111演

＇ ～未来の扉を開いて～

プラ ームス： ヘンデルの主題による変奏曲とフーガ

変口長調 作品24

バルトー ク： ソナタ(1926)

ペートーヴェン： ソナタ第29番 変口長調

「ハンマークラヴィーア」 作品106

磁
STEINWAY 0 SONS  

, , 
, ,, 
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◎ 第22回 2016年11月19日（土） 15:001/fli貨

～心の歌～

ペートーヴェン：ソナタ 第30番ホ長調 作品109

プラームス： 6つの小品 作品ll8

シューペルト：ソナタ第20番 ィ長調 D.959

◎第23回 2017年6月17日（土） 15:001/Hi貨

～祈りを込めて～

シューマン：幻想小曲集作品12

ペートーヴェン：ソナク 第31番変イ長調作品llO

沿 ーペルト：ソナタ 第21番変口長調 D.960

⑭第24回 2017年11月25日（土） 15:00!lfli貨

～永遠の時を刻む～

J .s. バッハ ：平均律クラヴィーア曲集第1巻 より

第1番ハ長調 BWV.846

シューマン： 3つの幻想的小品 作品lll
プラームス：3つの間奏曲作品ll7

ショパン： ノクターン 第18番ホ長調 作品62-2

ショパン：子守歌変二長調 作品57

ショバン： マズルカ 第49番 へ短調 作品68-4

ペートーヴェン ：ソナタ 第32番 ハ短調 作品Ill
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◎1回券

S¥5,000 A¥3,500 8¥2,000頃込）

閑ば均翌裟,'~03-34 77-9999 (lO:OO~l7:3o) 

オンラインチケット MyBunkamura (要1Jl前登録）
http://www,bunkamura.co. jp/mybunkamura/〈PC・スマートフォン〉
イープラス、チケットびあでも取扱いしております。

恥"
,, ・＇ 圏 Bunka mu ro 03-3477-3244 (10:00--:19,00) http://www,bunkamura,co,Jp ri,,・、, ,,,a.,.,, '.,,,,,.,,,,, 

※やむを得ない事間により曲目曲順などが変更されることもあります。※開潤時間を過ぎますと、9

冨日鵬，こ入場をお待ちいただいたり、こ自分のお席にお座りいただけなし遺拾もございます。こ了承くだ
さしヽ※小学生未満のお子様はこ入場いただけません。※当日学生券は公演当日残券がある場合
のみ開演1時11lJ前から当8券発売場にて各席種半額にて発売。（学生証をこ提示ください。）

全プログラム(12年間 ・全24回）を決定して臨んでいます。

詳しくは Bunkamuraホームページをご覧ください。
Steinway & Sons Japan, Ltd. 

Tel: 03-5251-6550 www.steinway.co.jp 


